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地質調査事業の展望

斎藤正次所長

する要望が年とともに増大し

肋や資源探査とか地球に関する基礎研究とか地質調

査事業の活躍面がますます多岐･多様となりまたこれ

らに応じて調査方法も次から次へと新しく考案･改警さ

れてきたからであると思います.

新春にあたり謹んで

お慶びを申し上げます｡

この地質ニュｰスも昭

和27年発刊以来特別号を加

えてほぼ120号に達し

この間数百の事がらを解説

してまいりました.かよ

うに地質ニュｰスが充実し

てきましたのは広く国土

の開発保全において鉱物

資源探査から鐘設事業自

然災害の予知･防止などあ

らゆる面に地質調査に対

また海外における技術援

地質調査に対する社会の期待カミ増加したことはいい

かえますと調査対象が次第にむずかしいものになった

ことであります.鉱物資源におきましても地表の露

頭を手添かりにして次第に下へ進んでいけば一応よかっ

た時代を過ぎ現今では石油や天然ガスはいうに及ばず

銅鉱などの金属鉱物も実質的の新鉱床は地下の非常

に深いところとか平野や台地のように厚い被覆層のあ

る下方とかあるいは海底下とか表面では直接の手カミ

かりカミないような場所で主として求めなけれぱならない

ように匁りました.また土木事業や自然災害におきま

しても建造物カミ重く大型にたったザ海を渡るトンネ

ルや橋カミ計画されたり都市や工場地帯全般をまかなう

水の処置とか広範囲の地盤沈下とか工事や構想が大

カミかりとなり問題カミ複雑に祖るにつれてそれらの基

礎や基礎を正確に調査する重要さが一層認識されたわ

けでここにもこれまでの地質調査の経験では未知のこと

がまだ多い事がらを取り扱わねばなら在くなりました.

とくに応用面における地質調査では地下の物体の性

質や空間的の広がりについての計数的な答えを要求され

地質調査所長斎藤正次

ることカミ多いのですカミ近年の技術革新によって地質調

査においてもいろいろ計測法カミ発達いたしました.た

とえば各種の物習探査法とかボｰリング技術どこれに

伴う地下探索法の開発･改良やX線･機器分析の器具g

進歩狂どがこれです.狭義の地質学におきましても力

学的意味の構造地質学とか岩石物理学(Petr･曲y･i･s)

だとの分野が日本でも台頭しつつあるのもこの現われと

思います､写真地質学も地質踏査の大幅な節約だけで

なく調査結果の精度の向上に益する計測法として等閑

視できなくなりました.従来から重視されてきた化学

的および古生物学的の考察にかえて上述のよラないわ

ぱ物理的の方法との3者に立脚しつつ地質調査法はま

すます機械化･近代化していくでしょう.機械化によ

っていままでより以上の多くの情報カミ得られま1しょう

がしかしながら情報を器械的にうのみにするのはし

ばしぱ危険であり地質学を基礎としてこれを正しく

判断することカミ大切であります.

近代化の必然の結果として研究は分業化に進みます

カ茎現代の地質調査の対象には多くの分野を総合する

ことによって初めて解明されるものが多くなっており

ます.もちろん良い総合にはそれぞれの分野が深

い基礎に立脚した充実したものであることが先決であり

ます.しかし隣の分野に何カミあるかに対しお互いの

理解も必要であります.この地質ニュｰスは地質調

査事業の様子を広く社会に普及するとともに専門家に

対し領域外のことを理解していただくことも目標にして

おります.この地質ニュｰスカミ皆樹…ますます親しみ

のあるものになることを願っております.
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